
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年７月１日発行 

  １２２号 

幸まちづくり協議会 

☎ ２３－９５４９ 

 

 

「ヤングケアラー」のこと 

ヤングケアラー（YOUNG＝若い、CARER＝世話をする人）は、

英国で生まれた言葉です。日本では大人が担うとされる、家事や家

族の世話などを日常的にしている、１８歳未満の子どものこととさ

れています。幼い兄弟の世話から祖父母などの介護、目を離せない

家族の見守りや声掛けまで、様々あると思います。家庭内のことな

ので地域や学校にも気づかれることなく、又、たとえ気づいても声

をかけることをためらってしまう。 

その結果、受けるべき教育も受けられない、同世代の子どもたち

との人間関係もつくれないなど、将来への不安を抱えてしまうこと

につながってしまう。 

➀ヤングケアラーの存在に気づいたら、地域の民生児童委員など

を通じて、市、地域包括支援センター、社会福祉協議会などにつな

いでもらって対応策を考えてもらう。 

②地域で、ヤングケアラーについての理解を 

深めることで、ヤングケアラーの子どもや家族の 

負担を軽くすることが求められる。（K・W） 

/ 

ＳＡＩＷＡＩ  ＭＡＣＨＩＺＵＫＵＲＩ 

        地域で生きる～運転免許返納～ 

ある日「お元気ですか。僕今年から東京で

働きます。」「僕〇〇の病院に勤めることにな 

りました。」「私、進学して将来先生になります。」など

の連絡が入る。よく見ればどの子も小さい時の面影を

残しています。 

 ふと見れば、公道の草取りをしている熟女の姿があ

る（ありがとう）。小中高生のハンドサイン、幼児まで

も・・。隣人・通行人とのマスク越しの会話に元気をも

らっている。 

 こんなすばらしくあたたかい地域で生活できること

の幸せを実感している今日この頃です。（F・S） 

編集後記 

 毎年土用の時

期になると梅を

干します。ギラ

ギラ輝く太陽の

光をいっぱい浴

びて、今年も色

鮮やかな梅干し

ができますよう

に。「おいしくな

あれ」 

(C・M) 

 

裏面もご覧 

ください 

☆お知らせ☆ 

*自治会部会 
7月 3日（日） 

13：30 
*広報委員会 
7月 8日（金） 

10：00 
*安全防災部会 
7月 13日（水） 

19：00 
*文化部会 
7月 28日（木） 

13：30 

 

 
 交通事故には気を付

けましょう  

夏の交通安全県民運動

の一環として、交通安全

協会職員と警察官が高

齢者宅を訪問して交通

安全について話したい

と思います。 

今年は五月町自治会の

協力で町内の高齢者宅

10 軒ほどの訪問を予

定しています。訪問宅へ

は事前に連絡いたしま

す。 

 特殊詐欺にも気を付

けましょう。 

「毎日の  家族の会話 

サギ予防」 

交通安全協会幸支部長 

       福 田 勝 

 

大辻整形外科  
骨、関節を長持ちさせましょう。 

痛み、骨粗鬆症、関節リウマチ 

ご相談させて頂きます。 

☎ 0598-25-0031  幸小学校近鉄道路西側 

～毎日をいきいきとご健康で～ 



 松阪の町割り             文化部会 

蒲生氏郷が四五百の森の丘の上に城を築いた場所が、矢川庄であったことからすべてここが中

心であった。矢川というのは、おそらく坂内川のことであろう。 

矢川が中心でその南に黒田があり、東に垣鼻、西に西之庄があって、この四つのむらに囲まれて

城下町松阪が誕生したのである『松坂権輿雑集』  

日野から移動させられた近江商人たちは、矢川の土地を与えられて移り住んだが、すぐに会津に

移封させられたので大変だったであろう。日野から移ってきた有力な人々は、再び遠い奥州にまで

お供をしたのであった。 

城の大手の通りは本町であるが、それに続く魚町・中町・日野町などこれらの町々が、まず割り当

てられた。矢川の百姓は圧迫せられ東の方に押しやられた。 

下記の地図を見て今の状態と比較しながら、当時の様子を思い浮かべてみてはいかがでしょう

か。                                   (参考文献 松阪市史) 


